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お客様へのご注意 ソリッドステート機器はエレクトロメカニカル機器とは動作特性が異なりま
す。さらにソリッドステート機器はいろいろな用途に使われることからも、
この機器の取扱責任者はその使用目的が適切であるかどうかを充分確認して
ください。この機器の使用によって何らかの損害が生じても当社は一切責任
を負いません。詳しくは、パブリケーション・ナンバー SGI-1.1『ソリッ
ド・ステート・コントロール　ソリッドステート装置のアプリケーション、
設置、および保守のための安全ガイドライン』(当社の営業所または http://
www.literature.rockwellautomation.comからオンラインで入手可能 )を参照し
てください。

本書で示す図表やプログラム例は本文を容易に理解できるように用意されて
いるものであり、その結果としての動作を保証するものではありません。
個々の用途については数値や条件が変わってくることが多いため、当社では
図表などで示したアプリケーションを実際の作業で使用した場合の結果につ
いては責任を負いません。

本書に記載されている情報、回路、機器、装置、ソフトウェアの利用に関し
て特許上の問題が生じても、当社は一切責任を負いません。

製品改良のため、仕様などを予告なく変更することがあります。

本書を通じて、特定の状況下で起こりうる人体または装置の損傷に対する警
告および注意を示します。

• トラブルが起こりうる場合

• トラブルの原因

• 不適当な操作を行なった場合の結果

• トラブルの回避方法

警告
本書内の「警告」は、人体に障害を加えうる事項、および装置
の損傷または経済的な損害を生じうる、危険な環境で爆発が発
生する可能性がある操作や事項を示します。

注意 本書内の「注意」は正しい手順を行なわない場合に、人体に障
害を加えうる事項、および装置の損傷または経済的な損害を生
じうる事項を示します。

重要 本書内の「重要」は、製品を正しく使用および理解するために
特に重要な事項を示します。

感電の危険 危険な電圧が存在する恐れがあることを知らせるために装置の
上または内部にラベルを貼っています。

やけどの危険表面が危険な温度になっている恐れがあることを知らせるため
に装置の上または内部にラベルを貼っています。



重要：ソフトウェアをご利用の場合は、データの消失が考えられますので、
適当な媒体にアプリケーションプログラムのバックアップをとるこ
とをお奨めします。

重要：本製品を日本国外に輸出する際、日本国政府の許可が必要な場合が
ありますので、事前に当社までご相談ください。

本版は、1753-RM001C-EN-P - MAy, 2007の和訳です。1753-RM001C-EN-P
を正文といたします。

Allen-Bradley, ControlLogix, および RSLinxは、Rockwell Automation, Inc.の商標です。

Rockwell Automationに属さない商標は、それぞれの企業に所有権があります。

EC (欧州連合 )の規格
への準拠

本製品に CEマークがある場合は、欧州連合 (EU)および EFA地域内での使
用が承認されています。以下の規則に適用するように設計されテストされて
います。

EMC指令

この製品は、理事会規制 89/336「電磁適合性 (EMC)」および以下の規格の、
技術解説ファイルに記載された内容に完全にまたは部分的に準拠することを
テストで確認済みです。

• EN 50081-2 EMC：一般的な放射規格、パート 2 - 産業環境

• EN 50082-2 EMC：一般的なイミュニティ規格、パート 2 - 産業環境

この製品は、産業環境での使用を目的としています。

低電圧指令

この製品は、EN 61131-2「プログラマブルコントローラ、パート 2：機器の
必要条件およびテスト」の安全事項を適用することによって、理事会規制
73/23/EEC「低電圧」に準拠することをテストで確認済みです。EN 61131-2
に要求される特定の情報については、このマニュアルの対応する項を参照す
るか、ノイズ防止については『配線および接地に関するガイドライン』 (Pub. 
No. 1770-4.1)を参照してください。

この装置は開放型の装置と分類されており、安全保護の手段として、動作時
は筐体内に設置 (取付け )しなければなりません。





変更内容

ここには、前回のマニュアル以降からの新情報と改訂情報をまとめて示しま
す。

本マニュアルでは、追加情報と改訂情報の検索を簡単に行なうことができる
ように、このパラグラフの右のような改訂バー (変更箇所表示線 )を入れて
います。

項目 参照ページ

多様な入力の配線図 -自動リセットへの接続 3-7

冗長パルステスト出力 (RPTO)ファンクションブロックのパルステス
ト期間の設定の推奨を改訂した。

9-7
Pub.No. 1753-RM001C-JA-P
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はじめに

はじめに

このリファレンスマニュアルの目的は、安全度水準 (SIL) 3, カテゴリ (CAT) 
4アプリケーションのためのロックウェル・オートメーションの GuardPLC
安全アプリケーションのファンクション・ブロック・セットを説明すること
です。

使用する用語

以下の表に、このマニュアルで使用する略語を定義します。

略語 タイプ 説明

AP Input Active Pin (アクティブピン )
BP Output Buttons Pressed (ボタン押下 )
BT Output Button Tiedown (ボタンタイダウン )
CB Output Cycle Buttons (ボタンをサイクル )

CHA Input Channel A (チャネル A)
CHB Input Channel B (チャネル B)

CI Output Cycle Inputs (サイクル入力 )
CR Input Circuit Reset (回路リセット )

CRHO Output Circuit Reset Held On (回路リセット保持 )
EN Input Enable (イネーブル )
FB1 Input Feedback 1 (フィードバック 1)
FB2 Input Feedback 2 (フィードバック 2)
FP Output Fault Present (フォルト存在 )
FR Input Fault Reset (フォルトリセット )
IFT Input Input Filter Time (入力フィルタ時間 )
II Output Inputs Inconsistent (入力一致しない )

IN1～ IN5 Input Input 1～ Input 5 (入力 1～ 入力 5)
LBF Output Left Button Failure (左ボタン不良 )

LBNC Input Left Button Normally Closed (左押しボタン通常閉 )
LBNO Input Left Button Normally Opened (左押しボタン通常開 )
LCB Output Light Curtain Blocked (ライト・カーテン・ブロック )
LCM Output Light Curtain Muted (ライトカーテンのミューティング )
MLC Input Mute Light Curtain (ミューティング・ライト・カーテン )
MMS Output Multiple Modes Selected (複数モード選択 )
NM Output No Mode (モードなし )

O1～ O5 Output Output 1～ Output 5 (出力 1～出力 5)
O1FF Output Output 1 Feedback Failure (出力 1フィードバック失敗 )
O2FF Output Output 2 Feedback Failure (出力 2フィードバック失敗 )
RBF Output Right Button Failure (右ボタン不良 )

RBNC Input Right Button Normally Closed (右押しボタン通常閉 )
RBNO Input Right Button Normally Opened (右押しボタン通常開 )

SA Output Station Active (ステーションアクティブ )
SAF Output Station Active Failure (ステーションアクティブ故障 )
Pub.No. 1753-RM001C-JA-P



P-2
参考資料

以下の表に、ロックウェル・オートメーションの GuardPLC製品に関する更
なる情報を記載するドキュメントをリストしています。

このコピーは以下の方法で入手してください。

• インターネットで以下のアドレスからフリーの電子バージョンをダウン
ロードします：http://literature.rockwellautomation.com.

• 印刷されたマニュアルを購入するには、当社または代理店に問い合わせ
てください。

マニュアル名 内容

GuardPLC Controller Systems Safety Reference Manual (Pub.No. 1755-RM001) GuardPLCコントローラシステムの安全概念
に関して詳細に説明する。

GuardPLC 1600 Controllers Installation Instructions (Pub.No. 1753-IN001) 
(GuardPLC 1600コントローラ　インストレーションインストラクション )

GuardPLC 1600コントローラの取付けに関
して説明する。

GuardPLC 1800 Controllers Installation Instructions (Pub.No. 1753-IN002) 
(GuardPLC 1800コントローラ　インストレーションインストラクション )

GuardPLC 1800コントローラの取付けに関
して説明する。

GuardPLC 1753-IB20XOB8 I/O Module Installation Instructions
(Pub.No. 1753-IN003) (GuardPLC 1753-IB20XOB8 I/O モジュール　インスト
レーションインストラクション )

GuardPLC 1753-IB20XOB8 I/Oモジュールの
取付けに関して説明する。

GuardPLC 1753-IB16 Input Module Installation Instructions
(Pub.No. 1753-IN004) (GuardPLC 1753-IB16入力モジュール　インストレー
ションインストラクション )

GuardPLC 1753-IB16入力モジュールの取付
けに関して説明する。

GuardPLC 1753-OB16 Output Module Installation Instructions
(Pub.No. 1753-IN005) (GuardPLC 1753-OB16出力モジュール　インスト
レーションインストラクション )

GuardPLC 1753-OB16出力モジュールの取付
けに関して説明する。

RSLogix Guard PLUS! Programming Software Installation Instructions
(Pub.No. 1753-IN006)

RSLogix Guard PLUS!プログラミングソフト
ウェアのインストールに関して説明する。

GuardPLC OPC Server Installation Instructions (Pub.No. 1753-IN007) GuardPLC OPCサーバの取付けに関して説
明する。

Allen-Bradley Programmable Controller Grounding and Wiring Guidelines 
(Pub.No. 1770-4.1) (配線および接地に関するガイドライン )

アレン・ブラドリーのプログラマブルコン
トローラの接地と配線に関する詳細な説明

Application Considerations for Solid-State Controls (Pub.No. SGI-1.1)
(ソリッドステート装置のアプリケーション、設置、および保守のための
安全ガイドライン )

ソリッドソテートのプログラマブルコント
ローラ製品とハード配線された電気機械式
デバイス間の重要な相違点の説明

National Electrical Code (全米電気綱領：NEC)：米国防火協会 (National Fire 
Protection Association, Boston, MA)発行 

電気機器の接地線の種別とサイズの規定
Pub.No. 1753-RM001C-JA-P

http://literature.rockwellautomation.com


第 1章

冗長入力ファンクションブロック (RIN)

1.1 本章の内容

冗長入力ファンクションブロックの基本的な目的は、SIL3/カテゴリ 4安全
アプリケーションで使用することを意図したソフトウェアプログラム可能な
環境でセーフティリレーの入力機能をエミュレートすることです。

1.2 動作

1.2.1 通常の動作

このファンクションブロックは 2つの入力チャネルの状態をモニタして、以
下の条件が満たされると Output 1をオンします。

• 手動リセットを使用するとき：両方の入力がアクティブ状態になり、
Circuit Reset入力が 0から 1にセットされます。

• 自動リセットを使用するとき：両方の入力が 50msec間アクティブ状態に
なります。

このファンクションブロックは、1つまたは両方の入力チャネルが安全状態
に戻ると Output 1をオフにします。

冗長入力ファンクションブロック (RIN) の両方の入力チャネルは、通常開で
す。これは、両方のチャネルが 0であるときは安全状態を示し、両方のチャ
ネルが 1であるときはアクティブ状態を示します。

これらの通常の動作状態の変化を、以下のタイミングチャートに示します。

図 1.1 通常の動作

1

0

1

0

1

0

1

0

Channel A

Channel B

Circuit Reset

Output 1

1

0

1

0

1

0

50msec

Channel A

Channel B

Output 1
Pub.No. 1753-RM001C-JA-P



1-2 冗長入力ファンクションブロック (RIN)
1.2.2 Inconsistent Inputsでの動作

入力チャネルが指定された期間を超えて Inconsistent (一致しない )状態 (1
つが安全で 1つがアクティブ )のときは、このファンクションブロックに
フォルトが発生します。Inconsistent (不一致 )期間は、500msecです。

このフォルト状態は、Inputs Inconsistentと Fault Present出力によって宣言さ
れます。Fault Present出力がアクティブな間は、Output 1はアクティブ状態
になりません。問題を起こす状態を解消して Fault Reset入力が 0から 1に
セットされると、フォルト表示がクリアされます。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 1.2 Inputs Inconsistent, Fault Present, および Fault Reset動作
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冗長入力ファンクションブロック (RIN) 1-3
1.2.3 Circuit Reset Held Onでの動作 -手動リセットのみ

このファンクションブロックは、入力チャネルがアクティブ状態に切り換
わったときに Circuit Reset入力が 1にセットされている場合に Circuit Reset 
Held On出力プロンプトも 1にセットします。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 1.3 Circuit Resetおよび Circuit Reset Held On動作

1.2.4 Cycle Inputs動作

Output 1がアクティブな間は、1つの入力チャネルがアクティブ状態から安
全状態に切り換わり、他の入力チャネルが安全状態になる前にアクティブ状
態に戻ると、Cycle Inputs出力プロンプトが 1にセットされ、両方の入力
チャネルがその安全状態から切り換わるまで Output 1は再度アクティブ状態
になりません。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 1.4 Cycle Inputs動作
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1-4 冗長入力ファンクションブロック (RIN)
1.3 ファンクションブロックの説明

Channel A

Channel B

Fault Reset

Circuit Reset

RIN_RA

Redundant Input Manual Reset

Output 1

Cycle Inputs

Inputs Inconsistent

Fault Present

Circuit Reset Held On

Channel A

Channel B

Fault Reset

RIN_AUTO_RA

Redundant Input Automatic Reset

Output 1

Cycle Inputs

Inputs Inconsistent

Fault Present

表 1.1 冗長入力 (RIN)ファンクション・ブロック・パラメータ

パラメータ 省略名 タイプ
データ
タイプ 説明

安全、アクティブ、
および初期値

Channel A — Input Boolean チャネル A入力 (通常開 ) 安全 = 0, アクティブ = 1

Channel B — Input Boolean チャネル B入力 (通常開 ) 安全 = 0, アクティブ = 1

Circuit Reset — Input Boolean 回路リセット入力
手動リセット：チャネル Aとチャネル Bが安
全状態からアクティブ状態に切り換わり、
Circuit Reset入力が 0から 1にセットされた後
に、Output 1が 1にセットされる。

初期 = 0, リセット = 1

Fault Reset — Input Boolean ファンクションブロックのフォルト状態を解
消した後で、ファンクションブロックのフォ
ルト出力は、この入力がオフからオンに切り
換わるとクリアされる。

初期 = 0, リセット = 1

Output 1 O1 Output Boolean 入力条件が満たされると、Output 1がアクティ
ブ状態になる。

安全 = 0, アクティブ = 1

Cycle Inputs CI Prompt 
Output

Boolean 動作のために入力を切換える。Output 1がオン
する前に、チャネル Aとチャネル B入力を、
回路をリセットする前に同時にその安全状態
から切換える必要がある。
チャネル Aとチャネル Bが安全状態に切り換
わると、このプロンプトが 0にリセットされ
る。

初期 = 0, プロンプト = 1

Circuit Reset Held 
On

CRHO Prompt 
Output

Boolean 手動リセット：両方の入力チャネルがアク
ティブ状態になり、Circuit Reset入力がすでに
オンになっているときに、Circuit Reset Held On
プロンプトが 1にセットされる。
Circuit Reset入力がオフになると、Circuit Reset 
Held Onプロンプトが 0にリセットされる。

初期 = 0, プロンプト = 1

Inputs 
Inconsistent

II Fault 
Output

Boolean Inconsistent Time Periodを超える期間 (以下に
示す )、チャネル Aとチャネル Bが
Inconsistent (一致しない )状態 (1つが安全で 1
つがアクティブ )のときは、このフォルトが 1
にセットされる。チャネル Aとチャネル B入
力が Consistent (一致 )状態 (両方とも安全また
はアクティブ )に戻り、Fault Reset入力がオフ
からオンに切り換わると、このフォルトが 0
にリセットされる。
Inconsistent Time Period：500msec

初期 = 0, フォルト = 1

Fault Present FP Fault 
Output

Boolean これは、ファンクションブロックにフォルト
が存在するときに 1にセットされる。Fault 
Presentが 1にセットされているときは、Output 
1はアクティブ状態になることができない。す
べてのフォルトがクリアされ、Fault Reset入力
がオフからオンに切り換わると、Fault Present
が 0にリセットされる。

初期 = 0, フォルト = 1
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冗長入力ファンクションブロック (RIN) 1-5
1.4 I/O 配線のファンクションブロックのパラメータとの関係

1.4.1 手動リセットでの冗長入力の配線およびプログラミング

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための 2つの通常開接点があ
る 2チャネルスイッチを GuardPLCモジュールに配線する方法の 1つの例を
示します。

図 1.5 冗長入力の配線図 -手動リセット

L- DO  1

DI  2L+ DI  1 DI  3 DI  4

LS+
GuardP LC

DO  2

DI  5

S2 S3 S4

S1

E1

E1 - 24V

S1 - 

S2 - 

S3  -

S4 -

この配線図に示す入力は、ファ
ンクションブロックの入力に対
応します。

ここに示す S1はアクティブ状態です。
Pub.No. 1753-RM001C-JA-P



1-6 冗長入力ファンクションブロック (RIN)
プログラミング例

以下のプログラミング例に、手動リセットでの冗長入力ファンクションブ
ロックを 1-5ページの「図 1.5　冗長入力の配線図 -手動リセット」に示す
配線図に適用するための方法を示します。

図 1.6 冗長入力のプログラミング例 -手動リセット

EN954-1カテゴリ 4には、入力を独立してパルステストすることが必要で
す。
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冗長入力ファンクションブロック (RIN) 1-7
1.4.2 自動リセットでの冗長入力の配線およびプログラミング

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための 2つの通常開接点があ
る 2チャネルスイッチを GuardPLCモジュールに配線する方法の 1つの例を
示します。

図 1.7 冗長入力の配線図 -自動リセット

注意 さまざまな安全規格 (EN 60204, EN 954)では、自動回路リ
セット機能を使用しているときに、システムまたはアプリケー
ションで予期しない (または意図しない )始動が起こらないよ
うにするために他の手段を実装する必要があります。

L- DO  1

DI  2L+ DI  1 DI  3 DI  4

LS +
GuardP LC

DO  2

S2 S3

S1

E1

E1 - 24V

S1 -

S2 -

S3 -

この配線図に示す入力は、ファ
ンクションブロックの入力に対
応します。

ここに示す S1はアクティブ状態です。
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1-8 冗長入力ファンクションブロック (RIN)
プログラミング例

以下のプログラミング例に、自動リセットでの冗長入力ファンクションブ
ロックを 1-7ページの「図 1.7　冗長入力の配線図 -自動リセット」に示す
配線図に適用するための方法を示します。

図 1.8 冗長入力のプログラミング例 -自動リセット

EN954-1カテゴリ 4には、入力を独立してパルステストすることが必要で
す。

Cha nnel  A

Chan nel  B

Fault  Res et

Guard PLC

RIN_ AUTO_RA

Red undan t Input Automa t ic R eset

Output  1

Cycle I nput s

Input s Incons istent

Faul t Present

Pulse T est Interval

Pulse T est Dur ation

Input  1 A

Gener ate P ulse Test

RP TO_RA

Redund ant Pu lse Tes t  Output

Pulse T est Sour ce A

Pulse T est Sour ce B

Pulse Test Fault  A

Pulse Test Fault  B

Input  1 B

Output  1 A

Output  1 B

DO  2

T#2 t o 60 sec

T#10 - 500 msec

DI  1

DI  4

DI  2

DO  1

DI  3

 

 

 

 

Pub.No. 1753-RM001C-JA-P



第 2章

非常停止ファンクションブロック
(ESTOP)

2.1 本章の内容

非常停止ファンクションブロックの基本的な目的は、SIL3/カテゴリ 4安全
アプリケーションで使用することを意図したソフトウェアプログラム可能な
環境でセーフティリレーの入力機能をエミュレートすることです。

2.2 動作

2.2.1 通常の動作

このファンクションブロックは 2つの入力チャネルの状態をモニタして、以
下の条件が満たされると Output 1をオンします。

• 手動リセットを使用するとき：両方の入力がアクティブ状態になり、
Circuit Reset入力が 0から 1にセットされます。

• 自動リセットを使用するとき：両方の入力が 50msec間アクティブ状態に
なります。

このファンクションブロックは、1つまたは両方の入力チャネルが安全状態
に戻ると Output 1をオフにします。

非常停止ファンクションブロックの両方の入力チャネルは、通常開です。こ
れは、両方のチャネルが 0であるときは安全状態を示し、両方のチャネルが
1であるときはアクティブ状態を示します。

これらの通常の動作状態の変化を、以下のタイミングチャートに示します。

図 2.1 通常の動作
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2-2 非常停止ファンクションブロック (ESTOP)
2.2.2 Inconsistent Inputsでの動作

入力チャネルが指定された期間を超えて Inconsistent (一致しない )状態 (1
つが安全で 1つがアクティブ )のときは、このファンクションブロックに
フォルトが発生します。Inconsistent (不一致 )期間は、500msecです。

このフォルト状態は、Inputs Inconsistentと Fault Present出力によって宣言さ
れます。Fault Present出力がアクティブな間は Output 1はアクティブ状態に
なりません。問題を起こす状態を解消して Fault Reset入力が 0から 1にセッ
トされると、フォルト表示がクリアされます。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 2.2 Inputs Inconsistent, Fault Present, および Fault Reset動作
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非常停止ファンクションブロック (ESTOP) 2-3
2.2.3 Circuit Reset Held Onでの動作 -手動リセットのみ

このファンクションブロックは、入力チャネルがアクティブ状態に切り換
わったときに Circuit Reset入力が 1にセットされている場合に Circuit Reset 
Held On出力プロンプトも 1にセットします。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 2.3 Circuit Resetおよび Circuit Reset Held On動作

2.2.4 Cycle Inputs動作

Output 1がアクティブな間は、1つの入力チャネルがアクティブな状態から
安全状態に切り換わり、他の入力チャネルが安全状態になる前にアクティブ
状態に戻ると、Cycle Inputs出力プロンプトが 1にセットされ、両方の入力
チャネルがその安全状態から切り換わるまで Output 1は再度アクティブ状態
になりません。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 2.4 Cycle Inputs動作
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2-4 非常停止ファンクションブロック (ESTOP)
2.3 ファンクションブロックの説明

Channel A

Channel B

Fault Reset

ESTOP_AUTO_RA

Emergency Stop Automatic Reset

Output 1

Cycle Inputs

Inputs Inconsistent

Fault Present

Channel A

Channel B

Fault Reset

Circuit Reset

ESTOP_RA

Emergency Stop Manual Reset

Output 1

Cycle Inputs

Inputs Inconsistent

Fault Present

Circuit Reset Held On

表 2.1 非常停止ファンクション・ブロック・パラメータ

パラメータ 省略名 タイプ
データ
タイプ 説明

安全、アクティブ、
および初期値

Channel A — Input Boolean チャネル A入力 (通常開 ) 安全 = 0, アクティブ = 1

Channel B — Input Boolean チャネル B入力 (通常開 ) 安全 = 0, アクティブ = 1

Circuit Reset — Input Boolean 回路リセット入力
手動リセット：チャネル Aとチャネル Bが安
全状態からアクティブ状態に切り換わり、
Circuit Reset入力が 0から 1にセットされた後
に、Output 1が 1にセットされる。

初期 = 0, リセット = 1

Fault Reset — Input Boolean ファンクションブロックのフォルト状態を解
消した後で、ファンクションブロックのフォ
ルト出力は、この入力がオフからオンに切り
換わるとクリアされる。

初期 = 0, リセット = 1

Output 1 O1 Output Boolean 入力条件が満たされると、Output 1がアクティ
ブ状態になる。

安全 = 0, アクティブ = 1

Cycle Inputs CI Prompt 
Output

Boolean 動作のために入力を切換える。Output 1がオン
する前に、チャネル Aとチャネル B 入力を、
回路をリセットする前に同時にその安全状態
から切換える必要がある。
チャネル Aとチャネル Bが安全状態に切り換
わると、このプロンプトが 0にリセットされ
る。

初期 = 0, プロンプト = 1

Circuit Reset Held 
On

CRHO Prompt 
Output

Boolean 手動リセット：両方の入力チャネルがアク
ティブ状態になり、Circuit Reset入力がすでに
オンになっているときに、Circuit Reset Held On
プロンプトが 1にセットされる。
Circuit Reset入力がオフになると、Circuit Reset 
Held Onプロンプトが 0にリセットされる。

初期 = 0, プロンプト = 1

Inputs 
Inconsistent

II Fault 
Output

Boolean Inconsistent Time Periodを超える期間 (以下に
示す )、チャネル Aとチャネル Bが
Inconsistent (一致しない )状態 (1つが安全で 1
つがアクティブ )のときは、このフォルトが 1
にセットされる。チャネル Aとチャネル B入
力が Consistent (一致 )状態 (両方とも安全また
はアクティブ )に戻り、Fault Reset入力がオフ
からオンに切り換わると、このフォルトが 0
にリセットされる。
Inconsistent Time Period：500msec

初期 = 0, フォルト = 1

Fault Present FP Fault 
Output

Boolean これは、ファンクションブロックにフォルト
が存在するときに 1にセットされる。Fault 
Presentが 1にセットされているときは、Output 
1はアクティブ状態になることができない。す
べてのフォルトがクリアされ、Fault Reset入力
がオフからオンに切り換わると、Fault Present
が 0にリセットされる。

初期 = 0, フォルト = 1
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非常停止ファンクションブロック (ESTOP) 2-5
2.4 I/O 配線のファンクションブロックのパラメータとの関係

2.4.1 手動リセットでの非常停止の配線およびプログラミング

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための 2つの通常開接点があ
る 2チャネル非常停止スイッチを GuardPLCモジュールに配線する方法の 1
つの例を示します。

図 2.5 非常停止の配線図 -手動リセット

L- DO  1

DI  2L+ DI  1 DI  3 DI  4

LS +
Gua rdP LC

DO  2

DI  5

S2 S3 S4

S1

E1

E1 - 24V

S1 -

S2 -

S3 -

S4 -

この配線図に示す入力は、ファン
クションブロックの入力に対応し
ます。

ここに示す S1はアクティブ状態です。
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2-6 非常停止ファンクションブロック (ESTOP)
プログラミング例

以下のプログラミング例に、手動リセットでの非常停止ファンクションブ
ロックを 2-5ページの「図 2.5　非常停止の配線図 -手動リセット」に示す
配線図に適用するための方法を示します。

図 2.6 非常停止のプログラミング例 -手動リセット

EN954-1カテゴリ 4には、入力を独立してパルステストすることが必要で
す。
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非常停止ファンクションブロック (ESTOP) 2-7
2.4.2 自動リセットでの非常停止の配線およびプログラミング

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための 2つの通常開接点があ
る 2チャネル非常停止スイッチを GuardPLCモジュールに配線する方法の 1
つの例を示します。

図 2.7 非常停止の配線図 -自動リセット

注意 さまざまな安全規格 (EN 60204, EN 954)では、自動回路リ
セット機能を使用しているときに、システムまたはアプリケー
ションで予期しない (または意図しない )始動が起こらないよ
うにするために他の手段を実装する必要があります。

L- DO  1

DI  2L+ DI  1 DI  3 DI  4

LS +
GuardP LC

DO  2

S2 S3

S1

E1

E1 - 24V

S1 -

S2 -

S3 -

この配線図に示す入力は、ファンク
ションブロックの入力に対応しま
す。

ここに示す S1はアクティブ状態です。
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2-8 非常停止ファンクションブロック (ESTOP)
プログラミング例

以下のプログラミング例に、自動リセットでの非常停止ファンクションブ
ロックを 2-7ページの「図 2.7　非常停止の配線図 -自動リセット」に示す
配線図に適用するための方法を示します。

図 2.8 非常停止のプログラミング例 -自動リセット

EN954-1カテゴリ 4には、入力を独立してパルステストすることが必要で
す。
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第 3章

多様な入力ファンクションブロック (DIN)

3.1 本章の内容

多様な入力ファンクションブロックの基本的な目的は、SIL3/カテゴリ 4安
全アプリケーションで使用することを意図したソフトウェアプログラム可能
な環境でセーフティリレーの入力機能をエミュレートすることです。

3.2 動作

3.2.1 通常の動作

このファンクションブロックは 2つの入力チャネルの状態をモニタして、以
下の条件が満たされると Output 1をオンします。

• 手動リセットを使用するとき：両方の入力がアクティブ状態になり、
Circuit Reset入力が 0から 1にセットされます。

• 自動リセットを使用するとき：両方の入力が 50msec間アクティブ状態に
なります。

このファンクションブロックは、1つまたは両方の入力チャネルが安全状態
に戻ると Output 1をオフにします。

多様な入力ファンクションブロックには、通常開の 1つの入力チャネルと、
通常閉の 1つの入力チャネルがあります。これは、通常開チャネルの 0と通
常閉 チャネルの 1は安全状態を示し、逆の状態のときはアクティブ状態を
示します。

これらの通常の動作状態の変化を、以下のタイミングチャートに示します。

図 3.1 通常の動作
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3-2 多様な入力ファンクションブロック (DIN)
3.2.2 Inconsistent Inputsでの動作

入力チャネルが指定された期間を超えて Inconsistent (一致しない )状態 (1
つが安全で 1つがアクティブ )のときは、このファンクションブロックに
フォルトが発生します。Inconsistent (不一致 )期間は、500msecです。

このフォルト状態は、Inputs Inconsistentと Fault Present出力によって宣言さ
れます。Fault Present出力がアクティブな間は、Output 1はアクティブ状態
になりません。問題を起こす状態を解消して Fault Reset入力が 0から 1に
セットされると、フォルト表示がクリアされます。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 3.2 Inputs Inconsistent, Fault Present, および Fault Reset動作
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多様な入力ファンクションブロック (DIN) 3-3
3.2.3 Circuit Reset Held Onでの動作 -手動リセットのみ

このファンクションブロックは、入力チャネルがアクティブ状態に切り換
わったときに Circuit Reset入力が 1にセットされている場合に Circuit Reset 
Held On出力プロンプトも 1にセットします。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 3.3 Circuit Resetおよび Circuit Reset Held On動作

3.2.4 Cycle Inputs動作

Output 1がアクティブな間は、1つの入力チャネルがアクティブ状態から安
全状態に切り換わり、他の入力チャネルが安全状態になる前にアクティブ状
態に戻ると、Cycle Inputs出力プロンプトが 1にセットされ、両方の入力
チャネルがその安全状態から切り換わるまで Output 1は再度アクティブ状態
になりません。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 3.4 Cycle Inputs動作
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3-4 多様な入力ファンクションブロック (DIN)
3.3 ファンクションブロックの説明

Channel A

Channel B

Fault Reset

Circuit Reset

DIN_RA

Diverse Input Manual Reset

Output 1

Cycle Inputs

Inputs Inconsistent

Fault Present

Circuit Reset Held On

Channel A

Channel B

Fault Reset

DIN_AUTO_RA

Diverse Input with Automatic Reset

Output 1

Cycle Inputs

Inputs Inconsistent

Fault Present

表 3.1 多様な入力 (DIN)ファンクション・ブロック・パラメータ

パラメータ 省略名 タイプ
データ
タイプ 説明

安全、アクティブ、
および初期値

Channel A — Input Boolean チャネル A入力 (通常開 ) 安全 = 0, アクティブ = 1

Channel B — Input Boolean チャネル B入力 (通常閉 ) 安全 = 1, アクティブ = 0

Circuit Reset — Input Boolean 回路リセット入力
手動リセット：チャネル Aとチャネル Bが安
全状態からアクティブ状態に切り換わり、
Circuit Reset入力が 0から 1にセットされた後
に、Output 1が 1にセットされる。

初期 = 0, リセット = 1

Fault Reset — Input Boolean ファンクションブロックのフォルト状態を解
消した後で、ファンクションブロックのフォ
ルト出力は、この入力がオフからオンに切り
換わるとクリアされる。

初期 = 0, リセット = 1

Output 1 O1 Output Boolean 入力条件が満たされると、Output 1がアクティ
ブ状態になる。

安全 = 0, アクティブ = 1

Cycle Inputs CI Prompt 
Output

Boolean 動作のために入力を切換える。Output 1がオン
する前に、チャネル Aとチャネル B 入力を、
回路をリセットする前に同時にその安全状態
から切換える必要がある。
チャネル Aとチャネル Bが安全状態に切り換
わると、このプロンプトが 0にリセットされ
る。

初期 = 0, プロンプト = 1

Circuit Reset Held 
On

CRHO Prompt 
Output

Boolean 手動リセット：両方の入力チャネルがアク
ティブ状態になり、Circuit Reset入力がすでに
オンになっているときに、Circuit Reset Held On
プロンプトが 1にセットされる。
Circuit Reset入力がオフになると、Circuit Reset 
Held Onプロンプトが 0にリセットされる。

初期 = 0, プロンプト = 1

Inputs 
Inconsistent

II Fault 
Output

Boolean Inconsistent Time Periodを超える期間 (以下に
示す )、チャネル Aとチャネル Bが
Inconsistent (一致しない )状態 (1つが安全で 1
つがアクティブ )のときは、このフォルトが 1
にセットされる。チャネル Aとチャネル B入
力が Consistent (一致 )状態 (両方とも安全また
はアクティブ )に戻り、Fault Reset入力がオフ
からオンに切り換わると、このフォルトが 0
にリセットされる。
Inconsistent Time Period：500msec

初期 = 0, フォルト = 1

Fault Present FP Fault 
Output

Boolean これは、ファンクションブロックにフォルト
が存在するときに 1にセットされる。Fault 
Presentが 1にセットされているときは、Output 
1はアクティブ状態になることができない。す
べてのフォルトがクリアされ、Fault Reset入力
がオフからオンに切り換わると、Fault Present
が 0にリセットされる。

初期 = 0, フォルト = 1
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多様な入力ファンクションブロック (DIN) 3-5
3.4 I/O 配線のファンクションブロックのパラメータとの関係

3.4.1 手動リセットでの多様な入力の配線およびプログラミ
ング

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための多様な入力がある 2
チャネルスイッチを GuardPLCモジュールに配線する方法の 1つの例を示し
ます。

図 3.5 多様な入力の配線図 -手動リセット

L- DO 1

DI  2L+ DI  1 DI  3 DI 4

LS +

S1

S2 S3

E1

E1 - 24V

S1 - 

S2  - 

S3  - 

S4 - 

GuardPLC

DI 5

S4

この配線図に示す入力は、ファン
クションブロックの入力に対応し
ます。

ここに示す S1はアクティブ状態です。
IN0 -通常開、IN1 -通常閉
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3-6 多様な入力ファンクションブロック (DIN)
プログラミング例

以下のプログラミング例に、手動リセットでの多様な入力ファンクションブ
ロックを 3-5ページの「図 3.5　多様な入力の配線図 -手動リセット」に示
す配線図に適用するための方法を示します。

図 3.6 多様な入力のプログラミング例 -手動リセット

EN954-1カテゴリ 4には、入力を独立してパルステストすることが必要です。
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多様な入力ファンクションブロック (DIN) 3-7
3.4.2 自動リセットでの多様な入力の配線およびプログラミ
ング

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための多様な入力がある 2
チャネルスイッチを GuardPLCモジュールに配線する方法の 1つの例を示し
ます。

図 3.7 多様な入力の配線図 -自動リセット

注意 さまざまな安全規格 (EN 60204, EN 954)では、自動回路リ
セット機能を使用しているときに、システムまたはアプリケー
ションで予期しない (または意図しない )始動が起こらないよ
うにするために他の手段を実装する必要があります。

L- DO 1

DI  2L+ DI  1 DI  3 DI  4

LS +

S1

S2 S3

E1

E1 - 24V

S1 - 

S2  - 

S3 - 

1753 GuardPLC

この配線図に示す入力は、ファン
クションブロックの入力に対応し
ます。

ここに示す S1はアクティブ状態です。
CHA/DI 1 -通常開、CHB/DI 2 -通常閉
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3-8 多様な入力ファンクションブロック (DIN)
プログラミング例

以下のプログラミング例に、自動リセットでの多様な入力ファンクションブ
ロックを 3-7ページの「図 3.7　多様な入力の配線図 -自動リセット」に示
す配線図に適用するための方法を示します。

図 3.8 多様な入力のプログラミング例 -自動リセット

EN954-1カテゴリ 4には、入力を独立してパルステストすることが必要で
す。
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第 4章

イネーブル・ペンダント・ファンクショ
ン・ブロック (ENPEN)

4.1 本章の内容

イネーブル・ペンダント・ファンクション・ブロックの基本的な目的は、
SIL3/カテゴリ 4安全アプリケーションで使用することを意図したソフト
ウェアプログラム可能な環境でセーフティリレーの入力機能をエミュレート
することです。

4.2 動作

4.2.1 通常の動作

このファンクションブロックは 2つの入力チャネルの状態をモニタして、以
下の条件が満たされると Output 1をオンします。

• 手動リセットを使用するとき：両方の入力がアクティブ状態になり、
Circuit Reset入力が 0から 1にセットされます。

• 自動リセットを使用するとき：両方の入力が 50msec間アクティブ状態に
なります。

このファンクションブロックは、1つまたは両方の入力チャネルが安全状態
に戻ると Output 1をオフにします。

イネーブル・ペンダント・ファンクション・ブロックの両方の入力チャネル
は通常開です。これは、両方のチャネルが 0であるときは安全状態を示し、
両方のチャネルが 1であるときはアクティブ状態を示します。

これらの通常の動作状態の変化を、以下のタイミングチャートに示します。

図 4.1 通常の動作
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4-2 イネーブル・ペンダント・ファンクション・ブロック (ENPEN)
4.2.2 Inconsistent Inputsでの動作

入力チャネルが指定された期間を超えて Inconsistent (一致しない )状態 (1
つが安全で 1つがアクティブ ) のときに、このファンクションブロックに
フォルトが発生します。Inconsistent (不一致 )期間は、3secです。

このフォルト状態は、Inputs Inconsistentと Fault Present出力によって宣言さ
れます。Fault Present 出力がアクティブな間は Output 1はアクティブ状態に
なりません。問題を起こす状態を解消して Fault Reset入力が 0から 1にセッ
トされると、フォルト表示がクリアされます。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 4.2 Inputs Inconsistent, Fault Present, および Fault Reset動作
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イネーブル・ペンダント・ファンクション・ブロック (ENPEN) 4-3
4.2.3 Circuit Reset Held Onでの動作 -手動リセットのみ

このファンクションブロックは、入力チャネルがアクティブ状態に切り換
わったときに Circuit Reset入力が 1にセットされた場合に Circuit Reset Held 
On出力プロンプトも 1にセットします。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 4.3 Circuit Resetおよび Circuit Reset Held On動作

4.2.4 Cycle Inputs動作

Output 1がアクティブな間は、1つの入力チャネルがアクティブ状態から安
全状態に切り換わり、他の入力チャネルが安全状態に切り換わる前にアク
ティブ状態に戻ると、Cycle Inputs出力プロンプトが 1にセットされ、両方
の入力チャネルがその安全状態から切り換わるまで Output 1は再度アクティ
ブ状態になりません。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 4.4 Cycle Inputs動作
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4-4 イネーブル・ペンダント・ファンクション・ブロック (ENPEN)
4.3 ファンクションブロックの説明

Channel A

Channel B

Fault Reset

ENPEN_AUTO_RA

Enable Pendant Automatic Reset

Output 1

Cycle Inputs

Inputs Inconsistent

Fault Present

Channel A

Channel B

Fault Reset

Circuit Reset

ENPEN_RA

Enable Pendant Manual Reset

Output 1

Cycle Inputs

Inputs Inconsistent

Fault Present

Circuit Reset Held On

表 4.1 イネーブル・ペンダント・ファンクション・ブロック・パラメータ

パラメータ 省略名 タイプ
データ
タイプ 説明

安全、アクティブ、
および初期値

Channel A — Input Boolean チャネル A入力 (通常開 ) 安全 = 0, アクティブ = 1

Channel B — Input Boolean チャネル B入力 (通常開 ) 安全 = 0, アクティブ = 1

Circuit Reset — Input Boolean 回路リセット入力
手動リセット：チャネル Aとチャネル Bが安
全状態からアクティブ状態に切り換わり、
Circuit Reset入力が 0から 1にセットされた後
に、Output 1が 1にセットされる。
自動リセット：表示されるが、使用しない。

初期 = 0, リセット = 1

Fault Reset — Input Boolean ファンクションブロックのフォルト状態を解
消した後で、ファンクションブロックのフォ
ルト出力は、この入力がオフからオンに切り
換わるとクリアされる。

初期 = 0, リセット = 1

Output 1 O1 Output Boolean 入力条件が満たされると、Output 1がアクティ
ブ状態になる。

安全 = 0, アクティブ = 1

Cycle Inputs CI Prompt 
Output

Boolean 動作のために入力を切換える。Output 1がオン
する前に、チャネル Aとチャネル B 入力を、
回路をリセットする前に同時にその安全状態
から切換える必要がある。
チャネル Aとチャネル Bが安全状態に切り換
わると、このプロンプトが 0にリセットされ
る。

初期 = 0, プロンプト = 1

Circuit Reset Held 
On

CRHO Prompt 
Output

Boolean 手動リセット：両方の入力チャネルがアク
ティブ状態になり、Circuit Reset入力がすでに
オンになっているときに、Circuit Reset Held On
プロンプトが 1にセットされる。
Circuit Reset入力がオフになると、Circuit Reset 
Held Onプロンプトが 0にリセットされる。
自動リセット：表示されるが、使用しない。

初期 = 0, プロンプト = 1

Inputs 
Inconsistent

II Fault 
Output

Boolean Inconsistent Time Periodを超える期間 (以下に
示す )、チャネル Aとチャネル Bが
Inconsistent (一致しない )状態 (1つが安全で 1
つがアクティブ )のときは、このフォルトが 1
にセットされる。チャネル Aとチャネル B入
力が Consistent (一致 )状態 (両方とも安全また
はアクティブ )に戻り、Fault Reset入力がオフ
からオンに切り換わると、このフォルトが 0
にリセットされる。
Inconsistent Time Period：3sec

初期 = 0, フォルト = 1

Fault Present FP Fault 
Output

Boolean これは、ファンクションブロックにフォルト
が存在するときに 1にセットされる。Fault 
Presentが 1にセットされているときは、Output 
1はアクティブ状態になることができない。す
べてのフォルトがクリアされ、Fault Reset入力
がオフからオンに切り換わると、Fault Present
が 0にリセットされる。

初期 = 0, フォルト = 1
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イネーブル・ペンダント・ファンクション・ブロック (ENPEN) 4-5
4.4 I/O 配線のファンクションブロックのパラメータとの関係

4.4.1 手動リセットでのイネーブルペンダントの配線および
プログラミング

配線例

以下の配線図に、EN954-1 カテゴリ 4を満たすための 2つの通常開接点があ
る 2チャネルスイッチを GuardPLCモジュールに配線する方法の 1つの例を
示します。

図 4.5 イネーブルペンダントの配線図 -手動リセット

 

L- DO  1

DI  2L+ DI  1 DI  3 DI  4

LS+
GuardP LC

DO  2

DI  5

S2 S3 S4

S1

E1

E1 - 24V

S1 -

S2 -

S3  -

S4 -

この配線図に示す入力は、ファ
ンクションブロックの入力に対
応します。
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4-6 イネーブル・ペンダント・ファンクション・ブロック (ENPEN)
プログラミング例

以下のプログラミング例に、手動リセットでのイネーブル・ペンダント・
ファンクション・ブロックを 4-5ページの「図 4.5　イネーブルペンダント
の配線図 -手動リセット」に示す配線図に適用するための方法を示します。

図 4.6 イネーブルペンダントのプログラミング例 -手動リセット

EN954-1カテゴリ 4には、入力を独立してパルステストすることが必要で
す。
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イネーブル・ペンダント・ファンクション・ブロック (ENPEN) 4-7
4.4.2 自動リセットでのイネーブルパンダントの配線および
プログラミング

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための 2つの通常開接点があ
る 2チャネルスイッチを GuardPLCモジュールに配線する方法の 1つの例を
示します。

図 4.7 イネーブルペンダントの配線図 -自動リセット

注意 さまざまな安全規格 (EN 60204, EN 954)では、自動回路リ
セット機能を使用しているときに、システムまたはアプリケー
ションで予期しない (または意図しない )始動が起こらないよ
うにするために他の手段を実装する必要があります。
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LS +
GuardPLC
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S2 S3
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E1

E1  - 24V

S1 -

S2  -

S3 -

この配線図に示す入力は、ファン
クションブロックの入力に対応し
ます。
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4-8 イネーブル・ペンダント・ファンクション・ブロック (ENPEN)
プログラミング例

以下のプログラミング例に、自動リセットでのイネーブル・ペンダント・
ファンクション・ブロックを 4-7ページの「図 4.7　イネーブルペンダント
の配線図 -自動リセット」に示す配線図に適用するための方法を示します。

図 4.8 イネーブルペンダントのプログラミング例 -自動リセット

EN954-1カテゴリ 4には、入力を独立してパルステストすることが必要で
す。

Channel  A

Channel  B

Faul t R eset

Guard PLC

ENPEN_ AUTO_RA

Enable P endan t A utom atic R eset

Output 1

Cycl e Inputs

Inputs Inconsi stent

Faul t P resent

Pulse T est Interval

Pulse Test D urati on

Input 1 A

Generate P ulse Tes t

RPT O_RA

Redu ndan t P ulse T est Ou tpu t

Pulse Test S ource A

Pulse Test S ource B

Pulse Test Faul t A

Pulse Test Faul t B

Input 1 B

Output 1 A

Output 1 B

DO  2

T#2 to  60 sec

T#10  - 500 msec

DI 1

DI 4

DI 2

DO  1

DI 3
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第 5章

ライト・カーテン・ファンクション・ブ
ロック (LC)

5.1 本章の内容

ライト・カーテン・ファンクション・ブロックの基本的な目的は、SIL3/カ
テゴリ 4安全アプリケーションで使用するプログラマブルコントローラから
ライトカーテンへの手動と自動回路リセットインターフェイスを提供するこ
とです。

多くのライトカーテンは、その 2つの出力 (OSSD1と OSSD2)をパルステス
トします。これらの出力が GuardPLCコントローラ入力に直接配線されてい
るときは、パルステストはフィルタする必要があります。これを行なわない
と、GuardPLCコントローラが LOパルステストをライトカーテンの妨害物
と間違えることがあります。

ほとんどのライトカーテンがパルステストを本質的に除去して、OSSD1と
OSSD用の 2つのドライ接点を提供する「コントローラ」または「リレー」
を提供することに注意してください。これらのデバイスを使用しているとき
は、OSSD1と OSSD2を PLCコントローラに直接配線することができます。

ライトカーテン「コントローラ」または「リレー」を使用していないとき
は、GuardPLCコントローラはパルステストのフィルタを提供する必要があ
ります。この信号をフィルタするためには GuardPLCコントローラに 2つの
方法があります。最初は、セーフティ入力モジュールの ハードウェアベー
スのデジタル入力フィルタです。2番目は、ライト・カーテン・ファンク
ション・ブロックのソフトウェアベースのフィルタです。ソフトウェアベー
スのフィルタについては、5-7ページの「入力フィルタ時間」を参照してく
ださい。

これら 2つの方法のうち、ハードウェアフィルタを使用することをお奨めし
ます。デジタル入力が LOパルステスト幅を超えて LO信号をフィルタする
ときは、ハードウェアフィルタがパルステストを除去します。例えば、ライ
トカーテン信号がパルステスト中に 100μsec間 LOをパルスするときは、
ハードウェアは、100μsecより長い LO信号を除去する必要があります。
セーフティ DeviceNet I/Oモジュールには 0～ 126msecに構成可能なフィル
タがあることに注意してください。セーフティ I/Oモジュールのフィルタ時
間は固定の 100μsecです。

ハードウェアフィルタがパルステストをフィルタできないか、またはハード
ウェアフィルタを使用しないことを選択したときは、GuardPLCコントロー
ラコードでフィルタを行なう必要があります。ソフトウェアベースのフィル
タは 1回のプログラムサイクルごとに入力を調べます。理論上は、
GuardPLCコントローラが OSSD1を調べるたびに、正確な時間でパルステ
ストが発生するのであれば LOであるかもしれません。つまり、フィルタが
タイムアウトして、OSSD1が論理的に LOをセットする前に何回も OSSD1
をスキャンするのに十分な長さをソフトウェアフィルタに設定する必要があ
るかもしれません。
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5-2 ライト・カーテン・ファンクション・ブロック (LC)
以下の表に、タイマがタイムアウトする前に OSSD1が LOをスキャンする
必要がある回数を示します。この場合、スキャンタイムは 25msecであると
しています。

長いハードウェアまたはソフトウェアフィルタを使用することのマイナス面
は、ライトカーテンの安全応答時間の計算にこのフィルタ時間を直接加算す
る必要があることです。

5.2 動作

5.2.1 通常の動作

このファンクションブロックは 2つの入力チャネルの状態をモニタして、以
下の条件が満たされると Output 1をオンします。

• 手動リセットを使用するとき：Circuit Reset入力が 0から 1にセットされ
たときに、両方の入力がアクティブ状態です。

• 自動リセットを使用するとき：両方の入力が 50msec間アクティブ状態に
なります。

ファンクションブロックは、1つまたは両方の入力チャネルが安全状態に戻
ると Output 1をオフにします。

これらの通常の動作状態の変化を、以下のタイミングチャートに示します。

図 5.1 通常の動作

フィルタ時間 OSSD1 LOの連続スキャン

0 1

1～ 25 2

26～ 50 3

51～ 75 4

76～ 100 5

… …

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0
 

Channel A

Channel B

Circuit Reset

Output 1

Light Curtain
Blocked

1

0

1

0

1

0

1

0
 

Channel A

Channel B

Output 1

Light Curtain
Blocked

50 ms

手動リセット 自動リセット
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ライト・カーテン・ファンクション・ブロック (LC) 5-3
5.2.2 ライトカーテンのミューティング動作

Output 1制御の例外の 1つがライトカーテンのミューティングで、これが有
効なときは、入力がアクティブ状態のままで Output 1がオンのままになるこ
とができます。Light Curtain Muted出力はMute Light Curtain 入力の値を表
し、ライトカーテンが使用されていないことを示します。

また、このファンクションブロックには入力チャネルがアクティブ状態では
ない (1)ときを示す Light Curtain Blocked出力もあります。

これらの状態の変化を、以下のタイミングチャートに示します。

図 5.2 ライトカーテンのミューティング動作：例 1

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

Channel A

Channel B

Output 1

Mute Light

Curtain

Light Curtain

Muted

Light Curtain

Blocked
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5-4 ライト・カーテン・ファンクション・ブロック (LC)
Mute Light Curtain入力が 1にセットされていないとき、またはミューティン
グ期間が完了した後にライトカーテンがブロックされている場合は、ミュー
ティングが存在しなければこのファンクションブロックの動作は前に定義さ
れた動作に戻ります。

図 5.3 ライトカーテンのミューティング動作：例 2

1
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1

0
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ライト・カーテン・ファンクション・ブロック (LC) 5-5
5.2.3 Inputs Inconsistent動作

入力チャネルが 500msecを超えて Inconsistent (一致しない )状態 (1つが安
全で 1つがアクティブ )のときは、このファンクションブロックにフォルト
が発生します。このフォルト状態は、Inputs Inconsistentと Fault Present出力
によって宣言されます。Fault Present出力がアクティブな間は、Output 1は
アクティブ状態になりません。問題を起こす状態を解消して Fault Reset入力
が 0から 1にセットされると、フォルト表示がクリアされます。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 5.4 Inputs Inconsistent動作
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0

1

0

1

0

1

0

1
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1
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Fault Reset
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5-6 ライト・カーテン・ファンクション・ブロック (LC)
5.2.4 Circuit Reset Held On動作 (手動リセットモードのみ )

このファンクションブロックは、入力チャネルがアクティブ状態に切り換
わったときに Circuit Reset入力が 1にセットされている場合に Circuit Reset 
Held On出力プロンプトも 1にセットします。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 5.5 Circuit Reset Held On動作

5.2.5 Cycle Inputs動作

Output 1がアクティブな間は、1つの入力チャネルがアクティブな状態から
安全状態に切り換わり、他の入力チャネルが安全状態になる前にアクティブ
状態に戻ると、このファンクションブロックは Cycle Inputs出力プロンプト
を 1にセットし、両方の入力チャネルがその安全状態から切り換わるまで
Output 1は再度アクティブ状態になりません。入力が 500msecを超えて
Inconsistent (一致しない )状態のときは、Inputs Inconsistentと Fault Present出
力も 1にセットされます。

Light Curtain Muted入力がアクティブで、1つの入力チャネルがアクティブ
状態から安全状態に切り換わってからアクティブ状態に戻ると、Output 1が
アクティブなままにで、Cycle Inputsプロンプトが 1にセットされます。

重要 Ver. 1.0のライトカーテン命令では、Light Curtain Muted入力が
アクティブで、1つの入力チャネルがアクティブ状態から安全
状態に切り換わってから、アクティブ状態に戻ると、Output 1
がすぐにオフして、Cycle Inputsプロンプトが 1にセットされ
ます。

1
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0
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0
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0
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Channel B

Circuit Reset

Output 1

Circuit Reset

Held On
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ライト・カーテン・ファンクション・ブロック (LC) 5-7
これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 5.6 Cycle Inputs動作

5.2.6 入力フィルタ時間

入力フィルタ時間を指定しているときは、その間、入力チャネルが安全状態
になることができ、他のチャネルは Output 1をその安全状態にしなくてもア
クティブ状態になります。ただし、両方の入力チャネルが同時に安全状態に
なるときは Output 1は安全状態になります。

図 5.7 入力フィルタ時間
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5-8 ライト・カーテン・ファンクション・ブロック (LC)
5.3 ファンクションブロックの説明

Channel A

Channel B

Fault Reset

Circuit Reset

LC_RA

Light Curtain Manual Reset

Output 1

Cycle Inputs

Inputs Inconsistent

Fault Present

Mute Light Curtain

Input Filter Time

Circuit Reset Held On

Light Curtain Blocked

Light Curtain Muted

Channel A

Channel B

LC_AUTO_RA

Light Curtain Automatic Reset

Output 1

Cycle Inputs

Inputs Inconsistent

Fault PresentFault Reset

Mute Light Curtain

Input Filter Time Light Curtain Blocked

Light Curtain Muted

表 5.1 ライト・カーテン・ファンクション・ブロック・パラメータ

パラメータ 省略名 タイプ
データ
タイプ 説明

安全、アクティブ、
および初期値

Channel A — Input Boolean チャネル A入力 安全 = 0, アクティブ = 1

Channel B — Input Boolean チャネル B入力 安全 = 0, アクティブ = 1

Input Filter Time — Input Time これは 0～ 250msecの選択可能な時間で、ラ
イトカーテンによる出力パルスのテストを
フィルタするのに使用される。

初期 = 0msec

Mute Light 
Curtain

— Input Boolean 使用されていないときに、ライトカーテンの
ミューティングが許可される。

初期 = 0, ミューティン
グ・ライト・カーテン =1

Circuit Reset — Input Boolean 回路リセット入力
手動リセット：チャネル Aとチャネル Bが安
全状態からアクティブ状態に切り換わり、
Circuit Reset入力が 0から 1にセットされた後
に、Output 1が 1にセットされる。

初期 = 0, リセット = 1

Fault Reset — Input Boolean ファンクションブロックのフォルト状態を解
消した後で、ファンクションブロックのフォ
ルト出力は、この入力がオフからオンに切り
換わるとクリアされる。

初期 = 0, リセット = 1

Output 1 O1 Output Boolean 入力条件が満たされると、Output 1がアクティ
ブ状態になる。

安全 = 0, アクティブ = 1

Cycle Inputs CI Prompt 
Output

Boolean 動作のために入力を切換える。Output 1がオン
する前に、チャネル Aとチャネル B 入力を、
回路をリセットする前に同時にその安全状態
から切換える必要がある。
チャネル Aとチャネル Bが安全状態に切り換
わると、このプロンプトが 0にリセットされ
る。

初期 = 0, プロンプト = 1

Circuit Reset Held 
On

CRHO Prompt 
Output

Boolean 手動リセット：両方の入力チャネルがアク
ティブ状態になり、Circuit Reset入力がすでに
オンになっているときに、Circuit Reset Held On
プロンプトが 1にセットされる。
Circuit Reset入力がオフになると、Circuit Reset 
Held Onプロンプトが 0にリセットされる。

初期 = 0, プロンプト = 1

Light Curtain 
Blocked

LCB Indicator 
Output

Boolean これは、ライトカーテンがブロックされてい
るか、または電源が失われたことを示す。

初期 = 0, ブロック = 1

Light Curtain 
Muted

LCM Indicator 
Output

Boolean これは、ライトカーテンがミューティングさ
れている (使用されていない )ことを示す

初期 = 0, ミュート = 1

Inputs 
Inconsistent

II Fault 
Output

Boolean チャネル Aとチャネル B入力が 500msecを超
える期間 Inconsistent (一致しない )状態 (1つ
が安全で 1つがアクティブ )のときは、この
フォルトが 1にセットされる。チャネル Aと
チャネル B入力が Consistent (一致 )状態 (両
方とも安全またはアクティブ )に戻り、Fault 
Reset入力がオフからオンに切り換わると、こ
のフォルトが 0にリセットされる。

初期 = 0, フォルト = 1
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ライト・カーテン・ファンクション・ブロック (LC) 5-9
5.4 I/O 配線のファンクションブロックのパラメータとの関係

5.4.1 手動リセットでのライトカーテンの配線およびプログ
ラミング

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための、GuardPLCモジュー
ルに対するミューティングのために必要なライトカーテンの 2つの通常開出
力と 2つの入力を配線する方法の 1つの例を示します。

図 5.8 ライトカーテンの配線図 -手動リセット

Fault Present FP Fault 
Output

Boolean これは、ファンクションブロックにフォルト
が存在するときにオンになる。Fault Presentが
1にセットされているときは、Output 1はアク
ティブ状態になることができない。すべての
フォルトがクリアされ、Fault Reset入力がオフ
からオンに切り換わると、Fault Presentが 0に
リセットされる。

初期 = 0, フォルト = 1

表 5.1 ライト・カーテン・ファンクション・ブロック・パラメータ

パラメータ 省略名 タイプ
データ
タイプ 説明

安全、アクティブ、
および初期値

L-

L+

MDA

S1 S2

E1

E1 - 24V

A

B

A

B

LCA -

LCB -

MDA -
 

MDB - 
 

S1 -

S2 -

S3 -

MD B

S3

LCA LCB

Guar dPLC
DO  1 DO  2 LS +

DI  1 DI  2 DI  3 DI 4 DI  5 DI  6 DI  7

O
S

S
D

1

O
S

S
D

2

この配線図に示す入力は、ファン
クションブロックの入力に対応し
ます。
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5-10 ライト・カーテン・ファンクション・ブロック (LC)
プログラミング例

以下のプログラミング例に、手動リセットでのライト・カーテン・ファンク
ション・ブロックを 5-9ページの「図 5.8　ライトカーテンの配線図 -手動
リセット」に示す配線図に適用するための方法を示します。

図 5.9 ライトカーテンのプログラミング例 -手動リセット

EN954-1カテゴリ 4には、入力を独立してパルステストすることが必要で
す。
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5.4.2 自動リセットでのライトカーテンの配線およびプログ
ラミング

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための、GuardPLCモジュー
ルに対するミューティングのために必要なライトカーテンの 2つの通常開出
力と 2つの入力を配線する方法の 1つの例を示します。

図 5.10 ライトカーテンの配線図 -自動リセット

注意 さまざまな安全規格 (EN 60204, EN 954)では、自動回路リ
セット機能を使用しているときに、システムまたはアプリケー
ションで予期しない (または意図しない )始動が起こらないよ
うにするために他の手段を実装する必要があります。
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LC B - 
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2

24V
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この配線図に示す入力は、ファン
クションブロックの入力に対応し
ます。
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プログラミング例

以下のプログラミング例に、自動リセットでのライト・カーテン・ファンク
ション・ブロックを 5-11ページの「図 5.10　ライトカーテンの配線図 -自
動リセット」に示す配線図に適用するための方法を示します。

図 5.11 ライトカーテンのプログラミング例 -自動リセット

EN954-1カテゴリ 4には、入力を独立してパルステストすることが必要で
す。
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第 6章

連続フィードバックモニタ付きの冗長出
力ファンクションブロック (ROUT)

6.1 本章の内容

連続フィードバックモニタ付きの冗長出力ファンクションブロックの基本的
な目的は、SIL3/カテゴリ 4安全アプリケーションで使用することを意図し
たソフトウェアプログラム可能な環境でセーフティリレーの出力機能をエ
ミュレートすることです。

連続フィードバックモニタ付きの冗長出力ファンクションブロックは、以下
の 2つの方法で使用できます。

• 負のフィードバック付きの冗長出力 (RONF)

• 正のフィードバック付きの冗長出力 (ROPF)

6.2 動作

このファンクションブロックは 1つの論理入力をモニタして、論理入力がア
クティブになったときに 2つのフィールド出力をアクティブにします。

各フィールド出力のフィードバックチャネルをモニタして、両方のチャネル
が制限時間内に対応するチャネルの希望する状態を示さないときにフォルト
を生成することもできます。

1

0

1

0

1

0
 

Enable

Output 1

Output 2
Pub.No. 1753-RM001C-JA-P



6-2 連続フィードバックモニタ付きの冗長出力ファンクションブロック (ROUT)
ファンクションブロックの動作を以下のタイミングチャートに示します。

図 6.1 負のフィードバック例
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連続フィードバックモニタ付きの冗長出力ファンクションブロック (ROUT) 6-3
図 6.2 正のフィードバック例
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6-4 連続フィードバックモニタ付きの冗長出力ファンクションブロック (ROUT)
6.3 ファンクションブロックの説明

Enable

Feedback 1

Fault Reset

RONF_RA

Redundant Output Negative Feedback

Output 1

Output 1 Feedback Failure

Output 2 Feedback Failure
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Feedback 2
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Enable

Feedback 1
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Redundant Output Positive Feedback

Output 1

Output 1 Feedback Failure

Output 2 Feedback Failure

Fault Present

Feedback 2

Output 2

表 6.1 連続フィードバック付きの冗長出力ファンクション・ブロック・パラメータ

パラメータ 省略名 タイプ
データ
タイプ 説明

安全、アクティブ、
および初期値

Enable — Input Boolean 冗長出力を有効にする入力 安全 = 0, アクティブ = 1

Feedback 1 — Input Boolean Output 1に直接または間接的に制御されるデ
バイスからのフィードバック

RONF:オフ = 1, オン = 0
ROPF:オフ = 0, オン = 1

Feedback 2 — Input Boolean Output 2に直接または間接的に制御されるデ
バイスからのフィードバック

RONF: オフ = 1, オン = 0
ROPF:オフ = 0, オン = 1

Fault Reset — Input Boolean ファンクションブロックのフォルト状態を解
消した後で、この入力がオフからオンに切り
換わると、ファンクションブロックの Fault 
Present出力が 0にリセットされる。

初期 = 0, リセット = 1

Output 1 O1 Output Boolean 冗長出力の出力 1 安全 = 0, アクティブ = 1

Output 2 O2 Output Boolean 冗長出力の出力 2 安全 = 0, アクティブ = 1

Output 1 Feedback 
Failure

O1FF Fault Boolean Output 1 Feedbackは、250msec以内に Output 1
の正しい状態を示さない。

初期 = 0, フォルト = 1

Output 2 Feedback 
Failure

O2FF Fault Boolean Output 2 Feedbackは、250msec以内に Output 2
の正しい状態を示さない。

初期 = 0, フォルト = 1

Fault Present FP Fault Boolean これは、ファンクションブロックにフォルト
が存在するときに 1にセットされる。Fault 
Presentが 1にセットされているときは、出力
はアクティブ状態になることができない。す
べてのフォルトがクリアされ、Fault Reset入
力がオフからオンに切り換わると、Fault 
Presentが 0にリセットされる。

初期 = 0, フォルト = 1
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連続フィードバックモニタ付きの冗長出力ファンクションブロック (ROUT) 6-5
6.4 I/O 配線のファンクションブロックのパラメータとの関係

6.4.1 負のフィードバック付きの冗長出力の配線およびプロ
グラミング

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための 2つのコンタクタと通
常開補助接点を GuardPLCモジュールに配線する方法の 1つの例を示しま
す。

図 6.3 負のフィードバック付きの冗長出力の配線図
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この配線図に示す入力は、ファ
ンクションブロックの入力に対
応します。
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6-6 連続フィードバックモニタ付きの冗長出力ファンクションブロック (ROUT)
プログラミング例

以下のプログラミング例に、負のフィードバック付きの冗長出力ファンク
ションブロックを 6-5ページの「図 6.3　負のフィードバック付きの冗長出
力の配線図」に示す配線図に示す配線図に適用するための方法を示します。

図 6.4 負のフィードバック付きの冗長出力のプログラミング例

EN954-1カテゴリ 4には、入力を独立してパルステストすることが必要です。
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連続フィードバックモニタ付きの冗長出力ファンクションブロック (ROUT) 6-7
6.4.2 正のフィードバック付きの冗長出力の配線およびプロ
グラミング

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための 2つのコンタクタと通
常開補助接点を GuardPLCモジュールに配線する方法の 1つの例を示しま
す。

図 6.5 正のフィードバック付きの冗長出力の配線図
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この配線図に示す入力は、ファ
ンクションブロックの入力に対
応します。
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6-8 連続フィードバックモニタ付きの冗長出力ファンクションブロック (ROUT)
プログラミング例

以下のプログラミング例に、正のフィードバック付きの冗長出力ファンク
ションブロックを 6-7ページの「図 6.5　正のフィードバック付きの冗長出
力の配線図」に示す配線図に適用するための方法を示します。

図 6.6 正のフィードバック付きの冗長出力のプログラミング例

EN954-1カテゴリ 4には、入力を独立してパルステストすることが必要です。
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第 7章

5ポジション・モード・セレクタ・ファン
クション・ブロック (FPMS)

7.1 本章の内容

5ポジション・モード・セレクタ・ファンクション・ブロックの基本的な目
的は、SIL3/カテゴリ 4安全アプリケーションに使用されるプログラマブル
コントローラから 3～ 5ポジション・セレクタ・スイッチへのインターフェ
イスを提供することです。

7.2 動作

5ポジション・モード・セレクタ・ファンクション・ブロックには、5つの
入力に対応する 5つの出力があります。その対応する入力がアクティブに
なったときに 5つの出力の 1つを有効にすることが主な仕事です。

2つのフォルトがあります (1つは複数の入力がアクティブになっている状
態で、もう 1つはアクティブな入力がない状態です )。250msecを超えて対
応する入力条件が存在するときは、これらのフォルトが発生します。

この 250msec中に、1つのフォルト状態が検出されたときは、出力は一時的
にその最後の状態のままになります。250msecを超えてもフォルト状態が存
在するときは、Fault Presentビットは 1にセットされ、命令の出力は 0に設
定されます。

フォルトは Fault Reset信号の立上がり時にクリアされます (入力フォルト状
態がクリアされた後のみ )。

重要 Ver. 1.0の FPMS命令では、いずれかの入力フォルト状態が検
出されるとすべての出力はすぐに 0に設定されます。
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7-2 5ポジション・モード・セレクタ・ファンクション・ブロック (FPMS)
7.3 ファンクションブロックの説明

Input 1

Input 2

Fault Reset
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Five Position Mode Selector

Output 1

Output 3

Output 4

Fault Present

Input 3

Output 2

Output 5

No Mode

Multiple Modes Selected

Input 4

Input 5

 

表 7.1 5ポジション・モード・セレクタ・ファンクション・ブロック・パラメータ

パラメータ 省略名 タイプ
データ
タイプ 説明

安全、アクティブ、
および初期値

Input 1 — Input Boolean モード 1選択入力 安全 = 0, アクティブ = 1

Input 2 — Input Boolean モード 2選択入力 安全 = 0, アクティブ = 1

Input 3 — Input Boolean モード 3選択入力 安全 = 0, アクティブ = 1

Input 4 — Input Boolean モード 4選択入力 安全 = 0, アクティブ = 1

Input 5 — Input Boolean モード 5選択入力 安全 = 0, アクティブ = 1

Fault Reset — Input Boolean ファンクションブロックのフォルト状態を解
消した後で、この入力がオフからオンに切り
換わるとファンクションブロックの Fault 
Present出力が 0にリセットされる。

初期 = 0, リセット = 1

Output 1 O1 Output Boolean 入力 1に対応する出力 安全 = 0, アクティブ = 1

Output 2 O2 Output Boolean 入力 2に対応する出力 安全 = 0, アクティブ = 1

Output 3 O3 Output Boolean 入力 3に対応する出力 安全 = 0, アクティブ = 1

Output 4 O4 Output Boolean 入力 4に対応する出力 安全 = 0, アクティブ = 1

Output 5 O5 Output Boolean 入力 5に対応する出力 安全 = 0, アクティブ = 1

No Mode NM Fault Boolean モード選択フォルトなし 初期 = 0, フォルト = 1

Multiple Modes 
Selected

MMS Fault Boolean 複数のモード選択フォルト 初期 = 0, フォルト = 1

Fault Present FP Fault Boolean これは、ファンクションブロックにフォルト
が存在するときに 1にセットされる。Fault 
Presentが 1にセットされているときは、出力
はアクティブ状態になることができない。す
べてのフォルトがクリアされ、Fault Reset入力
がオフからオンに切り換わると、Fault Present
が 0にリセットされる。

初期 = 0, フォルト = 1
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5ポジション・モード・セレクタ・ファンクション・ブロック (FPMS) 7-3
7.4 I/O 配線のファンクションブロックのパラメータとの関係

7.4.1 5ポジション・モード・セレクタの配線およびプログ
ラミング

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための 5ポジション・セレク
タ・スイッチを GuardPLCモジュールに配線する方法の 1つの例を示しま
す。

図 7.1 5ポジション・セレクタ・スイッチの配線図
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この配線図に示す入力は、ファン
クションブロックの入力に対応し
ます。
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7-4 5ポジション・モード・セレクタ・ファンクション・ブロック (FPMS)
プログラミング例

以下のプログラミング例に、5ポジション・モード・セレクタ・ファンク
ション・ブロックを 7-3ページの「図 7.1　5ポジション・セレクタ・ス
イッチの配線図」に示す配線図に適用するための方法を示します。

図 7.2 5ポジション・モード・セレクタのプログラミング例
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第 8章

両手制御ラン・ステーション・ファンク
ション・ブロック (THRS)

8.1 本章の内容

両手制御ラン・ステーション・ファンクション・ブロックの基本的な目的
は、SIL3/カテゴリ 4安全アプリケーションで使用することを意図したソフ
トウェアプログラム可能な環境で、1つの動作始動ボタンとして使用するよ
うに 2つの多様な入力ボタンを組込むための方法を提供することです。

また、ランステーションは、このファンクションブロックでアクティブピン
入力を使用してプロセスを制御することを挿入したり外すこともできます。
アクティブピン付きの両手制御ラン・ステーション・ファンクション・ブ
ロックは、4つの入力 (各ボタンから 2つ )を取得して、それらを残りのア
プリケーションのために 1つの信号に変えます。

8.2 動作

8.2.1 通常の動作

両手制御ラン・ステーション・ファンクション・ブロックは、4つの入力
(各ボタンから 2つ )を取得して、それらを残りのアプリケーションのため
に 1つの信号に変えます。

これらの通常の動作状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 8.1 通常の動作
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8-2 両手制御ラン・ステーション・ファンクション・ブロック (THRS)
8.2.2 Button Tie-Down動作

また、両手制御ラン・ステーション・ファンクション・ブロックは、4つの
入力をモニタして、4つの入力が失敗していないか、または意図的に無効に
されていないことを確認できます。ボタンが共に 500msec (t1)以内に押され
ないときは、このファンクションブロックは Button Tie-Down状態を生成し
て、Buttons Pressed出力がアクティブ状態になるのを防ぎます。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 8.2 Button Tie-Down動作
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両手制御ラン・ステーション・ファンクション・ブロック (THRS) 8-3
8.2.3 Cycle Buttons動作

Buttons Pressedがアクティブな間は、1つのボタンがアクティブ状態から安
全状態になってから、他のボタンが安全状態になる前にアクティブ状態に戻
ると、このファンクションブロックは Cycle Buttons出力プロンプトを 1に
セットして、両方のボタンがその安全状態から切り換わるまで Buttons 
Pressed出力が再度アクティブ状態になるのを防ぎます。

これらの状態の変化を以下のタイミングチャートに示します。

図 8.3 Cycle Buttons動作

8.2.4 Button Fault動作

このファンクションブロックは、各ボタンから個別の入力をモニタすること
もできます。1つのボタンの 2つの接点が 250msec (t1)を超えても反対の安
全状態のときは、対応するフォルト (Left Button Faultまたは Right Button 
Fault)が 1にセットされます。Fault Present出力も 1にセットされます。

これらのフォルトの 1つが存在するときは、Buttons Pressed出力は安全状態
に設定されます 。
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8-4 両手制御ラン・ステーション・ファンクション・ブロック (THRS)
これらの状態の変化を、以下のタイミングチャートに示します。

図 8.4 左ボタンがフォルトのときの動作

図 8.5 右ボタンがフォルトのときの動作

8.3 ファンクションブロックの説明
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Left Button Fault

Fault Present

Right Button Normally Closed

Left Button Normally Open

Left Button Normally Closed

Button Tiedown

Right Button Fault

Active Pin

Station Active Fault

Station Active

表 8.1 両手制御ラン・ステーション・ファンクション・ブロック・パラメータ

パラメータ 省略名 タイプ
データ
タイプ 説明

安全、アクティブ、
および初期値

Active Pin — Input Boolean ランステーションのアクティブピン
1にセットされているときは、Buttons 
Pressed出力をアクティブ状態にできる。
0にリセットされているときは、Buttons 
Pressed出力はオフのままです。

初期 = 0, セット = 1

Right Button 
Normally Open

— Input Boolean 右ボタン N.O. 接点入力 安全 = 0, アクティブ = 1
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両手制御ラン・ステーション・ファンクション・ブロック (THRS) 8-5
Right Button 
Normally Closed

— Input Boolean 右ボタン N.C.接点入力 安全 = 1, アクティブ = 0

Left Button Normally 
Open

— Input Boolean 左ボタン N.O. 接点入力 安全 = 0, アクティブ = 1

Left Button Normally 
Closed

— Input Boolean 左ボタン N.C. 接点入力 安全 = 1, アクティブ = 0

Fault Reset — Input Boolean フォルトリセット入力
アクティブピン有効：オフからオンに切り
換わり、フォルト原因がクリアされたと
き、Right Button Fault, Left Button Faultと
Station Active Fault出力が 0にリセットされ
る。
アクティブピン無効：オフからオンに切り
換わり、フォルト原因がクリアされたと
き、Right Button Faultと Left Button Fault出
力が 0にリセットされる。

初期 = 0, リセット = 1

Buttons Pressed BP Output Boolean ランステーションのボタンを押して、フォ
ルトが存在しないときは出力が有効にな
る。

安全 = 0, アクティブ = 1

Station Active SA Indicator 
Output

Boolean ランステーションがアクティブなときは出
力が有効になる。

初期 = 0, アクティブ = 1

Button Tiedown BT Indicator 
Output

Boolean 500msec以内に両方のボタンが共に押され
なかったことを示す。
両方のボタンが開放されているときは、0
にリセットされる。

初期 = 0, アクティブ = 1

Cycle Buttons CB Prompt 
Output

Boolean Button Tiedownインジケータが 1にセット
されているときに 1にセットされる。
Button Tiedownインジケータが 0にリセッ
トされているときは、0にリセットされる。

初期 = 0, アクティブ = 1

Station Active Fault SAF Fault 
Output

Boolean ステーションがアクティブではないとき
に、Faultが 1にセットされる。

初期 = 0, アクティブ = 1

Right Button Fault RBF Fault 
Output

Boolean 右のボタンにフォルトがある。
Right Button Normally Closedと Right Button  
Normally Open入力が、250msec以内に両方
ともオンしないか、または両方ともオフし
ないときに、1にセットされる。

初期 = 0, アクティブ = 1

Left Button Fault LBF Fault 
Output

Boolean 左のボタンにフォルがある。
Left Button Normally Closedと Left Button  
Normally Open入力が、250msec以内に両方
ともオンしないか、または両方ともオフし
ないときに、1にセットされる。

初期 = 0, アクティブ = 1

Fault Present FP Fault 
Output

Boolean 1つまたは複数のフォルトが存在する。
アクティブピン有効：Station Active Fault, 
Right Button Faultまたは Left Button Fault出
力が 1にセットされているときに 1にセッ
トされる。Station Active Fault, Right Button 
Faultおよび Left Button Fault出力が 0にリ
セットされているときに 0にリセットされ
る。
アクティブピン無効：Right Button Faultま
たは Left Button Fault出力が 1にセットされ
ているときに 1にセットされる。Right 
Button Faultと Left Button Fault出力が 0に
リセットされ、Fault Reset入力がオフから
オンに切り換わると、0にリセットされる。

初期 = 0, アクティブ = 1

表 8.1 両手制御ラン・ステーション・ファンクション・ブロック・パラメータ

パラメータ 省略名 タイプ
データ
タイプ 説明

安全、アクティブ、
および初期値
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8.4 I/O 配線のファンクションブロックのパラメータとの関係

8.4.1 アクティブピン無効での両手制御ランステーションの
配線およびプログラミング

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための、右と左の押しボタン
を GuardPLCモジュールに配線する方法の 1つの例を示します。各押しボタ
ンには、2つの多様な入力チャネルがあります。

図 8.6 アクティブピン無効制御での両手制御ランステーションの配線図

重要 ランボタンを離すと 4つのランボタン入力が安全状態になると
きは、両手制御ランステーションは正しく配線されています。

L-

L+

RB

S1

E1

E1 - 24V

RB - 

LB - 

S1 -

S2 - 

Gua rdPLC

LB

DO  1

DI 1 DI  2 DI  3 DI  4 DI  5

LS  +

S2

DI 6

この配線図に示す入力は、ファン
クションブロックの入力に対応し
ます。
Pub.No. 1753-RM001C-JA-P



両手制御ラン・ステーション・ファンクション・ブロック (THRS) 8-7
プログラミング例

以下のプログラミング例に、アクティブピンなしの両手制御ラン・ステー
ション・ファンクション・ブロックを 8-6ページの「図 8.6　アクティブピ
ン無効制御での両手制御ランステーションの配線図」に示す配線図に適用す
るための方法を示します。例として、アクティブピンが無効になっている場
合と、アクティブピンが有効になっている場合を示します。

図 8.7 両手制御ランステーションのプログラミング例 -アクティブピン
無効

EN954-1カテゴリ 4には、入力を独立してパルステストすることが必要です。

Guard PLC

Pulse T est In terval

Pu lse T est Duration

Input  1 A

Gene rate Pulse Test

SPT O_RA

Singl e Pu lse Test  Output

Pulse Test Sour ce A

Pulse T est Faul t A

Inp ut 1

Ou tput 1 A

Ou tput  1

T#2 to 60 sec

T#10  - 500 msec

DI  1

DI  6

DI  2

DO  1

Input  2 A

Inp ut 2

Ou tput 2 A

Ou tput 2

DI  3

DI  4

Right Button N ormally Op en

Fa ult Re set

THRS_RA

Tw o Ha nd  Ru n S tat ion

Button s Pressed

Cycle B uttons

Left  Bu tton  Faul t

Faul t Pr esen t

Right Button N ormally Closed

Left Bu tton  Normal ly Op en

Left B utton N ormally Closed

Button T iedown

Right  Bu tton  Faul t

DI  5
Pub.No. 1753-RM001C-JA-P
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8.4.2 アクティブピン有効での両手制御ランステーションの
配線およびプログラミング

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための、右と左の押しボタン
を GuardPLCモジュールに配線する方法の 1つの例を示します。各押しボタ
ンには、2つの多様な入力チャネルがあります。

図 8.8 アクティブピン有効制御での両手制御ランステーションの配線図
(Active Pin High -ランステーションはシステムに接続されている )

重要 ランボタンを離すと 4つのランボタン入力が安全状態になると
きは、両手制御ランステーションは正しく配線されています。

L-

L+

RB

S1

E1

LB

DO  1

DI  1 DI 2 DI 3 DI  4 DI 5 DI  7

Gua rdPLC

S2

LS  +

DI 6

E1 - 24V

RB - 

LB - 

S1 -

S2 - 

この配線図に示す入力は、ファン
クションブロックの入力に対応し
ます。
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両手制御ラン・ステーション・ファンクション・ブロック (THRS) 8-9
以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすためのダミープラグを
GuardPLCモジュールに配線する方法の 1つの例を示します。各押しボタン
には、2つの多様な入力チャネルがあります。

図 8.9 アクティブピン有効制御での両手制御ランステーションの配線図
(Active Pin Low -ランステーションはシステムに接続されていない )

L-

L+

S1

E1

GuardPLC
DO  1

DI  1 DI 2 DI 3 DI  4 DI 6 DI  5

LS  +

DI 7

S2

E1 - 24V
S1 -

S2 - 

この配線図に示す入力は、ファン
クションブロックの入力に対応し
ます。
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プログラミング例

以下のプログラミング例に、アクティブピン付きの両手制御ラン・ステー
ション・ファンクション・ブロックを 8-8ページの「図 8.8　アクティブピ
ン有効制御での両手制御ランステーションの配線図 (Active Pin High -ランス
テーションはシステムに接続されている )」に示す配線図に適用するための
方法を示します。例として、アクティブピンが無効な場合と、アクティブピ
ンが有効な場合を示します。

図 8.10 両手制御ランステーションのプログラミング例 -アクティブピン
有効

EN954-1カテゴリ 4には、入力を独立してパルステストすることが必要です。

Guard PLC
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Pu lse Te st D uration

Input 1 A
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O utp ut 1 A

O utp ut 1

DO  2

T#2 to 60 sec

T#10 - 500 msec
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Input 2

O utp ut 2 A
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第 9章

冗長パルステスト出力ファンクションブ
ロック (RPTO)

9.1 本章の内容

冗長パルステスト出力ファンクションブロックは、入力デバイスのパルステ
ストに必要な SIL3/カテゴリ 4 安全アプリケーションのために設計されてい
ます。

GuardPLCファミリー製品でパルステストを生成するには 2つの方法があり
ます。

• アプリケーションプログラムに RPTOおよび SPTOファンクションブ
ロックを使用する。

• GuardPLC 1600コントローラのオペレーティングシステムに組み込まれ
たサービスを使用する。

GuardPLC 1600および GuardPLC 1600に制御される DIOブロック (IB16, 
IB8XOB8, IB16XOB8, IB20XOB8)をパルステストするために、2つの方法の
いずれかを選択できます。

以下の表に、製品に可能なパルステスト方法を示します。

パルステストの方法を選択するときは、以下に注意してください。

• ファンクションブロックでは、異なる物理ノードをパルス・テスト・
ソース (出力 )と安全入力にできます。OS構成のパルステストでは、
ソースと入力は、同一の物理的なコントローラまたは I/Oブロックに対
してローカルであると仮定しています。

• ファンクションブロックには、ユーザプログラム内のステータスに使用
できるパルス・テスト・フォルト出力があります。OS構成のパルステス
トには、パルステストのステータスをモニタできるエラーコードがあり
ます。

• OS構成のパルステストは GuardPLCサイクルごとに行なわれます。パル
ス・テスト・ファンクションブロックでは、ユーザがパルステスト間隔
を構成できます。

• ファンクションブロックを使用しているときは、パルステスト期間を構
成できます

• ファンクションブロックを使用しているときは、必要に応じてパルステ
ストを無効にできます。

製品 RPTO/SPTO OS構成可能

1200 yes no

1600 オプション yes

1800 yes no

2000 yes no
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9-2 冗長パルステスト出力ファンクションブロック (RPTO)
パルステストのための OS構成については、『GuardPLCコントローラシステ
ム　ユーザーズマニュアル』(Pub.No. 1753-UM001)を参照してください。

9.2 動作

9.2.1 通常の動作

冗長パルステスト出力ファンクションブロックでは、1～ 16の入力ペアを
選択できます。

冗長パルステスト出力 は 2つの交互パルス出力 Pulse Test Source Aと Pulse 
Test Source Bを提供し、その波形は Pulse Test Intervalと Pulse Test Durationで
指定されます。Pulse Test Outputは外部デバイス (例えば非常停止スイッチ )
の入力のソースに使用されます。それから、外部デバイスの出力は、ファン
クションブロックにパルステストされるファンクションブロック入力 Input 
x Aと Input x Bのペアに送られます。対応する出力である Output x Aと
Output x Bのペアを、ESTOPセーフティ・リレー・ファンクション・ブロッ
クのチャネル Aとチャネル B入力のソースとして使用できます (xは値 1～
16)。

図 9.1 通常の動作
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9.2.2 クロス配線フォルト

このファンクションブロックは、Input x Aが Input x Bとクロス配線されて
いるとき、入力が VCCに対して短絡しているとき、または Input x Aが
Input x Bに対して短絡しているときは、フォルトを生成します。フォルト状
態は、Pulse Test Fault Aと Pulse Test Fault B 出力で宣言されます。

図 9.2 クロス配線フォルト例

図 9.3 Input x Aフォルトの例

ヒント Source Aが LOをパルスして、クロス配線を示しそうなとき
は、Input Bは LOになります。

ヒント Input Aは、VCCに対して短絡がありそうなことを示すと常に
HIです。
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図 9.4 Input x Aと Input x Bに対するフォルト例

9.2.3 自動フォルトクリア

フォルト状態を引き起こした配線問題を解消すると、次のパルス・テスト・
シーケンスでフォルト状態がクリアされます。Generate Pulse Test入力を 1
にセットすることで、パルステストを強制的に実行できます。

図 9.5 自動フォルトクリア例

ヒント パルステスト中は Input Aと Input Bの両方は HIです。両方に
は VCCとは別のソースがあり、おそらく 2つのチャネル間に
短絡があります。
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9.2.4 Generate Pulse Test

Generate Pulse Testは、チャネル Aで 100msec間でパルステストを強制的に
実行し、続けてチャネル Bのパルステストを実行します。

図 9.6 Generate Pulse Testによるフォルトクリア例

Input x A

Input x B

Output x A

Output x B

Pulse Test Fault A

Pulse Test Fault B

Generate Pulse Test

Pulse Test Source A

Pulse Test Source B

1

0

0

1

0

1

0

1

0

1

1

0

1

0

1

0

1

0

100msec100msec

 

D

D

Pub.No. 1753-RM001C-JA-P



9-6 冗長パルステスト出力ファンクションブロック (RPTO)
9.2.5 入力トランジションでのパルステスト

パルス・テスト・シーケンスは、パルステスト間隔のタイミング期間中に
Lowから Highへの切換えが Input x Aと Input x Bで検出されたときにも始
動されます。

Lowから Highへの切換えでのパルステストの目的は、以下の状態によって
ユーザがフォルトをマスクすることを防ぐことです。

• フォルトが安全状態になる。

• いくつかの他の「良」の入力が、次のパルステストをパスするアクティ
ブ状態になる。

これによって、次のパルステストが再度フォルトをキャプチャするまでマシ
ンが再起動して実行できるようになります。パルステスト間の間隔が長いと
きは、これは安全上の問題になります。

図 9.7 入力トランジションでのパルステスト例
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9.3 ファンクションブロックの説明

Pulse Test Interval

Pulse Test Duration

Input 1 A

Generate Pulse Test

RPTO_RA

Redundant Pulse Test Output

Pulse Test Source A

Pulse Test Source B

Pulse Test Fault A

Pulse Test Fault B

Input 1 B

Output 1 A

Output 1 B

Input 16 A

Input 16 B

Output 16 A

Output 16 B

 

表 9.1 冗長パルステスト出力ファンクション・ブロック・パラメータ

パラメータ 省略名 タイプ
データ
タイプ 説明

安全、アクティブ、
および初期値

Generate Pulse Test GPT Input Boolean パルステスト出力の始動を設定する。 初期 = 0, テスト = 1

Input x A IxA Input Boolean 16のパルステストされるチャネル A入力の 1
つ。この場合、x = 1～ n(1)

安全 = 0, アクティブ = 1

Input x B IxB Input Boolean 16のパルステストされるチャネル B入力の 1
つ。この場合、x = 1～ n(1)

安全 = 0, アクティブ = 1

Output x A OxA Output Boolean Input x A入力の 1つに対応する 16のチャネル
A出力の 1つ。この場合、x = 1～ n(1)

安全 = 0, アクティブ = 1

Output x B OxB Output Boolean Input x B入力の 1つに対応する 16のチャネル
B出力の 1つ。この場合、x = 1～ n(1)

安全 = 0, アクティブ = 1

Pulse Test Duration PTD Input Time パルス幅を 10～ 500msecに設定可能。これ
は、入力が Lowになるのをテストされるのを
待つ最大時間です。
重要：パルステスト期間は、少なくとも
GuardPLCコントローラの最大スキャンタイム 
の 2倍を設定する。最大スキャンタイムの 5
倍のパルステスト期間を推奨する。

初期 = 10msec

Pulse Test Interval PTI Input Time テストパルス間の時間を 2～ 60 secで設定可
能です。これは、チャネル Aのパルスが終
わってからチャネル Bのパルスが開始する
(およびその逆 )ための時間として定義される。

初期 = 2sec

Pulse Test Fault A PTFA Output Boolean これはフォルトです。 初期 = 0, フォルト = 1

Pulse Test Fault B PTFB Output Boolean これはフォルトです。 初期 = 0, フォルト = 1

Pulse Test Source A PTSA Output Boolean これは、Pulse Test Interval (パルステスト間隔 )
と Pulse Test Duration (パルステスト期間 )から
派生するチャネル Aパルス・テスト・ソース
です。

安全 = 0, アクティブ = 1

Pulse Test Source B PTSB Output Boolean これは、Pulse Test Interval (パルステスト間隔 )
と Pulse Test Duration (パルステスト期間 )から
派生するチャネル Bパルス・テスト・ソース
です。

安全 = 0, アクティブ = 1

(1) Timer Expiredの数と Timer Start/Stop信号がモデルに存在します。それぞれがそのタイマ変化のためのものです。
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9.4 I/O 配線のファンクションブロックのパラメータとの関係

9.4.1 冗長パルステスト出力 

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための 2つの通常開接点があ
る 2チャネルスイッチを GuardPLCモジュールに配線する方法の 1つの例を
示します。

図 9.8 冗長パルステスト出力の配線図
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この配線図に示す入力は、ファン
クションブロックの入力に対応し
ます。
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プログラミング例

以下のプログラミング例に、冗長パルステスト出力ファンクションブロック
を 9-8ページの「図 9.8　冗長パルステスト出力の配線図」に示す配線図に
適用するための方法を示します。

図 9.9 冗長パルステスト出力のプログラミング例
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第 10章

シングル・パルス・テスト出力ファンク
ションブロック (SPTO)

10.1 本章の内容

シングル・パルス・テスト出力ファンクションブロックは、入力デバイスの
パルステストが必要な SIL3/カテゴリ 4 安全アプリケーションのために設計
されています。

GuardPLCファミリーの製品でパルステストを生成するには 2つの方法があ
ります。

• アプリケーションプログラムの RPTOおよび SPTOファンクションブ
ロックを使用する。

• GuardPLC 1600コントローラのオペレーティングシステムに組み込まれ
たサービスを使用する。

GuardPLC 1600および GuardPLC 1600に制御される DIOブロック (IB16, 
IB8XOB8, IB16XOB8, IB20XOB8)をパルステストするために、2つの方法の
いずれかを選択できます。

以下の表に、製品に可能なパルステスト方法を示します。

パルステストの方法を選択するときは、以下に注意してください。

• ファンクションブロックでは、異なる物理ノードをパルス・テスト・
ソース (出力 )と安全入力にできます。OS構成のパルステストでは、
ソースと入力は、同一の物理的なコントローラまたは I/Oブロックに対
してローカルであると仮定しています。

• ファンクションブロックには、ユーザプログラム内のステータスに使用
使用できるパルス・テスト・フォルト出力があります。OS構成のパルス
テストには、パルステストのステータスをモニタできるエラーコードが
あります。

• OS構成のパルステストは GuardPLCサイクルごとに行なわれます。パル
ステストファンクションブロックでは、ユーザがパルステスト間隔を構
成できます。

• ファンクションブロックを使用しているときは、パルステスト期間を構
成できます。

• ファンクションブロックを使用しているときは、必要に応じてパルステ
ストを無効にできます。

製品 RPTO/SPTO OS構成可能

1200 yes no

1600 オプション yes

1800 yes no

2000 yes no
Pub.No. 1753-RM001C-JA-P
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パルステストのための OS構成については、『GuardPLCコントローラシステ
ム　ユーザーズマニュアル』(Pub.No. 1753-UM001)を参照してください。

10.2 動作

10.2.1 通常の動作

シングル・パルス・テスト出力ファンクションブロックでは、1～ 16の入
力ペアを選択できます。

シングル・パルス・テスト出力ファンクションブロックは 1つの Pulse Test 
Source Aを提供し、その波形は Pulse Test Intervalと Pulse Test Durationで指
定されます。Pulse Test Outputは、外部デバイス (例えば非常停止スイッチ )
の 1つの入力のソースに使用されます。他の入力はパルステストされず、
Vccによって供給されます。それから、外部デバイス出力は、Input x A 入力
のみがファンクションブロックにパルステストされるファンクションブロッ
ク入力 Input x Aと Input xのペアに送られます。対応する出力である Output 
x Aと Output xを、ESTOPセーフティ・リレー・ファンクション・ブロック
のチャネル Aとチャネル B入力のソースとして使用できます (xは値 1～
16)。

図 10.1 通常の動作
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このファンクションブロックは、Input x Aが VCCに対して短絡していると
き、Input x Aが Input xに対して短絡しているとき、または入力がクロス配
線されているときは、フォルトを生成します。

フォルト状態は、Pulse Test Fault A出力で宣言されます。

図 10.2 Input x Aフォルトの例

フォルト状態を引き起こした配線問題を解消すると、次のパルス・テスト・
シーケンスでフォルト状態がクリアされます。Generate Pulse Test入力を 1
にセットすることで、パルステストを強制的に実行できます。

図 10.3 フォルトの自動クリア

ヒント 3つのフォルトはすべて、パルステスト中は Input x Aは HIの
ままで同じ反応になります。
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図 10.4 Generate Pulse Testによるフォルトクリア例

Lowから Highへの切換えが Pulse Test Intervalタイミング期間中に Input x A
で検出されると、パルステストのシーケンスも開始します。

図 10.5 入力トランジションでのパルステスト例
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10.3 ファンクション・ブロック・ダイアグラム

Pulse Test Interval

Pulse Test Duration

Input 1 A

Generate Pulse Test

SPTO_RA

Single Pulse Test Output

Pulse Test Source A

Pulse Test Fault A

Input 1

Output 1 A

Output 1

Input 16 A

Input 16

Output 16 A

Output 16

 

表 10.1 シングル・パルス・テスト出力のパラメータ

パラメータ 省略名 タイプ
データ
タイプ 説明

安全、アクティブ、
および初期値

Generate Pulse Test GPT Input Boolean パルステスト出力の始動を設定する。 初期 = 0, アクティブ = 1

Input x A IxA Input Boolean 16のパルステストされるチャネル A入力の 1
つ。この場合、x = 1～ n(1)

安全 = 0, アクティブ = 1

Input x Ix Input Boolean 16のパルステストされない入力の 1つ。
この場合、x = 1～ n(1)

安全 = 0, アクティブ = 1

Output x A OxA Output Boolean Input x A入力の 1つに対応する 16チャネル A
出力の 1つ。この場合、x = 1～ n(1)

安全 = 0, アクティブ = 1

Output x Ox Output Boolean パルステストされない Input x入力の 1つに対
応する 16出力の 1つ。この場合、x = 1～ n(1)

安全 = 0, アクティブ = 1

Pulse Test Duration PTD Input Time パルス幅を 10～ 500msecで設定可能です。こ
れは、入力が Lowになるのをテストされるの
を待つ最大時間です。

初期 = 10msec

Pulse Test Interval PTI Input Time テストパルス間の時間を 2～ 60 secで設定可
能です。これは、チャネル Aのパルスが終
わってからチャネル Bのパルスが開始する
(およびその逆 )ための時間として定義される。

初期 = 2sec

Pulse Test Fault A PTFA Output Boolean これはフォルトです。 初期 = 0, フォルト = 1

Pulse Test Source A PTSA Output Boolean これは、Pulse Test Interval (パルステスト間隔 )
と Pulse Test Duration (パルステスト期間 )から
派生するチャネル Aパルス・テスト・ソース
です。

安全 = 0, アクティブ = 1

(1) xの範囲は 1～ 16で、選択した入力ペアの数によって異なります。
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10.4 I/O 配線のファンクションブロックのパラメータとの関係

10.4.1 シングル・パルス・テスト出力配線およびプログラミ
ング

配線例

以下の配線図に、EN954-1カテゴリ 4を満たすための 2つの通常開接点があ
る 2チャネルスイッチを GuardPLCモジュールに配線する方法の 1つの例を
示します。

図 10.6 SPTO配線図
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この配線図に示す入力は、ファ
ンクションブロックの入力に対
応します。
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プログラミング例

以下のプログラミング例に、シングル・パルス・テスト出力ファンクション
ブロックを 10-6ページの「図 10.6　SPTO配線図」 に示す配線図に適用する
ための方法を示します。

図 10.7 SPTOプログラミング例
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Webから提供しています。http://support.rockwellautomation.comでは、技術資料、
知識ベースの FAQ、テクニカルノートやアプリケーションノート、サンプルコー
ドやソフトウェア・サービス・パックへのリンク、およびこれらのツールを最大
限活用するようにカスタマイズできるMySupport機能を探すことができます。

設置、構成、およびトラブルシューティングのさらなるテクニカル電話サポート
のために、TechConnect Support programsを提供しています。詳細は、代理店また
はロックウェル・オートメーションの支店に問い合わせるか、または http://
support.rockwellautomation.comをご覧ください。

設置支援

設置から 24時間以内にハードウェアモジュールに問題が発生した場合は、まず
本書に記載された情報を検討してください。また、モジュールの起動と動作を初
期支援する特別なカスタマサポート番号に連絡することもできます。

製品の返品

ロックウェル・オートメーションでは、製造工場から出荷されるときに製品につ
いて完全に動作することをテストしていますが、製品が機能しない場合に返品す
る必要があるときには、以下のように手続きを行なってください。

米国 1.440.646.3223

月曜日～金曜日、AM8:00～ PM5:00 (東部標準時間 )
米国以外 テクニカルサポートについては、地域のロックウェル・オートメー

ションの代理店に連絡してください。

米国 代理店に連絡してください。返品手続きを行なうには、代理店にカ
スタマサポートのケース番号を知らせる必要があります (ケース番
号は上記の電話番号に問い合わせる )。

米国以外 返品手続きについては、地域のロックウェル・オートメーションの
支店にお問い合わせください。
Publication Number 1753-RM001C-JA-P – May 2007
Supersedes Publication 1753-RM001B-EN-P - September 2005 ©Copyright 2007 Rockwell Automation, Inc.  All rights reserved.  Printed in USA
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